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沼 監 委 第  38  号 

令和 2 年 11月 16日 
 

 

沼田市長         横 山 公 一 様 
沼田市議会議長      野 村 洋 一 様 

沼田市教育委員会教育長  横 坂 隆 司 様 

 
 

沼田市監査委員 金 井 章 二  

      同        久 保 健 二  

 

 

定 期 監 査 結 果 報 告 書 

 

 地方自治法第 199条第 1項及び第 4項の規定に基づき定期監査等を執行したので、その結果を

同条第９項の規定により下記のとおり報告します。 

 

記 

１ 監査の期日 

令和 2年 10月 14日から 10月 20日 

 

２ 監査の場所 

市立保育園、地区公民館 

 

３ 監査の対象 

市立保育園及び地区公民館における平成 31（令和元）年度及び令和 2年度の財務事務の執行

状況並びに事務事業の執行状況 

 

４ 監査の方法 

担当者より説明を聴取するとともに、関係書類及び備品管理状況、施設管理状況について抽

出により実査し、財務関係事務等が適正適法かつ効率的に執行されているかを主眼に監査した。 

 

５ 監査の結果 

財務関係事務並びに事務事業の執行状況は、総体的には適切に執行されていると認めた。 

なお、事務処理上の軽易な指摘事項については、担当者に口頭で改善を求めた。 

 

６ 監査の概要 

(1) 保育園 

① 施設概要及び園児等の状況（令和 2年 5月 1日現在） 

 
敷地面積 園舎面積 運動場面積 

園 児 数 
学級数 

定  員 実  数 

ぬまた南保育園  4,397.04㎡ 809.20 ㎡  3,048.64 ㎡   115人   105人 6 

ぬまた東保育園  1,842.53 392.04    955.00    65    28 2 

川 田 保 育 園    971.74 452.32    418.00    60    53 3 

白 沢 保 育 園  3,740.00 962.50  2,455.83   120    80 5 

利 根 保 育 園  3,294.56 849.81  1,518.00   120    30 3 

多 那 保 育 園  1,585.00 232.98  1,374.00    30    11  2 
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② 予算の執行状況 

ア．歳入（保育所利用者負担金 8月末現在） 

 現年度分未収額 過年度分未収額 収入未済額計 

ぬまた南保育園            0円       68,900 円       68,900 円 

ぬまた東保育園       10,000        5,000        15,000 

川 田 保 育 園        5,000      276,750      281,750 

白 沢 保 育 園        9,070      228,650      237,720 

利 根 保 育 園       27,400      217,800      245,200 

多 那 保 育 園            0            0            0 

 

イ．歳出（9月末現在） 

 配当予算額 

A 

  支出負担 

  行為額  B 

支出済額 

          C 

配当残額 

       A－B 

執行率 

   B／A 

ぬまた南保育園  20,095,000 円  7,162,286 円  7,067,485 円 12,932,714 円   35.64％ 

ぬまた東保育園   6,462,000  2,440,715  2,353,173  4,021,285   37.77 

川 田 保 育 園   9,338,000  3,848,864  3,766,805  5,489,136   41.22 

白 沢 保 育 園  13,765,000 5,005,496  4,851,097  8,759,504   36.36 

利 根 保 育 園  11,539,000  4,448,442  3,703,642  7,090,558   38.55 

多 那 保 育 園   2,083,000 1,032,615    781,805  1,050,385   49.57 

 

 ③ 所見 

     ○ 施設は総体的には良好に管理がなされていると認められたが、常に善良なる管理者とし

ての注意をもって施設管理に当たり、園児の身体・生命に係る事故が発生することのない

よう万全を期されたい。 

     ○ 会計年度任用職員の採用により保育士の確保と保育サービスの充実に努めているが、一

部において保育士の配置基準は満たしているものの保育士の確保に苦慮しているケースも

見られたので、公立保育園として責任ある職員体制の維持確保を望む。 

     ○ 保育園利用者負担金収納対策については、担当課主導のもと保育園と協力して現年

度分収入未済の解消に努めているが、情報共有をより一層図るとともに今後も強い意

思をもって収納対策に取り組まれたい。 

 

 (2) 地区公民館 

  ① 施設概要及び公民館活動の状況（令和 2年 5月 1日現在） 

   敷地面積 建物面積 
H31(R1)施設利用状況 H31(R1)学級等開催状 

回 数 利用者数 開講数 受講者数 

利南公民館  1,575.95 ㎡    465.68㎡     474回   5,740人    11講座     136人 

池田公民館  1,796.01      465.68    233   3,987     8     224 

薄根公民館  1,529.67    465.68     526   7,967     4     860 

川田公民館  1,295.61    465.68     256   5,111    11     165 

白沢公民館  2,550.25  1,260.40     143   2,276     7     164 

利根公民館     － －     213   1,486     7     104 

※１ 建物面積は、本体建物の延べ床面積である。 

※２ 施設利用状況は、施設全体における延べ利用者数である。 

※３ 学級等開催状況の受講者数は、平成 31（令和元）年度の学級教室受講者数の純計である 
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② 歳出予算執行状況（9月末現在） 

 
配当予算額 

A 

  支出負担 

  行為額   B 

支出済額 

C 

配当残額 

        A－B  

執行率 

   B／A 

利南公民館   1,922,000円     556,271円     483,121円   1,365,729円   28.94％ 

池田公民館   2,426,000     696,089     579,826   1,729,911   28.69 

薄根公民館   3,014,000     836,854     751,536   2,177,146   27.77 

川田公民館   2,254,000     655,874     582,724   1,598,126   29.10 

白沢公民館   4,157,000   1,272,425   1,080,645   2,884,575   30.61 

利根公民館   3,087,000   1,530,941   1,339,607   1,556,059   49.59 

  ③ 各公民館が援助している団体を性質別に区分すると次表のとおりである。  

 一般行政関係 福祉関係 教育関係 地域任意団体 計 

利南公民館      5 団体      6 団体    2 団体      0 団体     13団体 

池田公民館      5      7      2      1     15 

薄根公民館      6      6      4      2     18 

川田公民館      4      5      3      0     12 

白沢公民館 0 0      6      0      6 

利根公民館 0 0      7 0      7 

 また、各種団体への援助内容は、次表のとおりである。 

 会務全般を援助 事務のみ援助 会計のみ援助 

利南公民館      11 団体       1 団体       1 団体 

池田公民館      11       2       2 

薄根公民館      15       2       1 

川田公民館      11       0       1 

白沢公民館       5       1       0 

利根公民館       4       3       0 

 

  ④ 所見 

     ○ 各種学級・講座等の実施に当たっては、地域住民のニーズを把握し、講座内容の検

討と地域住民の参加しやすい時間帯等に配慮しながら、社会教育及び生涯学習の場

の提供と推進に努められたい。  

     ○ 地区公民館では、地域団体の会計事務を援助しており、適切に会計処理が行われていた。

また、団体の会計責任者等による経理状況の確認も年 1 回以上行われ、適切に管理さ

れていた。公務として団体経理を扱っていることから、今後も公明性の確保に努めら

れたい。 

     ○ 消防計画に基づき避難訓練が年 2 回実施されているが、原則、公民館利用者の協力の

もと実施されていた。緊急時の対応は、日頃の訓練の積み重ねにより、迅速かつ適切

な行動が可能となると考えられるので、今後も、利用者を含めた訓練を実施し、緊急

時に備えられたい。 


